
日
本
の
半
導
体
戦
略 

半
導
体
産
業
強
化
へ 

引
き
続
き
の
検
討
を 

加
盟
組
合
か
ら
の
意
見 

・
要
望
を
伝
え
る 

  
  

経
済
産
業
省
が
６
月
に
ま
と
め
た
「
半
導
体
・

デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」
で
は
、
経
済
・
社
会
を
支

え
る
デ
ジ
タ
ル
産
業
基
盤
の
確
保
に
向
け
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
と
同
様
に
、
国
家
事
業
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

半
導
体
に
つ
い
て
は
、
大
胆
な
基
盤
強
化
を
図

り
産
業
発
展
の
方
向
に
舵
を
切
り
替
え
る
と
し
、

先
端
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
国
内
製
造
基
盤
確
保

や
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
投
資
を
支
え
る
半
導

体
設
計
・
技
術
開
発
の
強
化
な
ど
を
掲
げ
て
い

ま
す
（
図
表
１
）
。
ま
た
、
同
月
に
ま
と
め
た
「
成

長
戦
略
実
行
計
画
」
で
も
、
先
端
半
導
体
技
術
の

開
発
支
援
や
生
産
拠
点
の
日
本
へ
の
立
地
推
進

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                    

資
金
面
で
は
、
５
Ｇ
や
半
導
体
の
技
術
革
新

に
使
う
基
金

※

を
、
２
０
２
０
年
度
第
３
次
補
正

予
算
で
９
０
０
億
円
積
み
増
し
て
２
，
０
０
０

億
円
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

※
２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
で
「
ポ
ス
ト
５
Ｇ
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
基
盤
強
化
研
究
開
発
事
業
」
を
創
設
。 

  

  

こ
う
し
た
中
で
、
電
機
連
合
は
、
半
導
体
・
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
部
会
と
連
携
し
、
国
内
の
半
導
体

需
要
を
牽
引
す
る
デ
ジ
タ
ル
産
業
へ
の
積
極
的

な
振
興
策
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
の
優
遇

や
低
減
、
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
を
求
め
る
職

場
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
、
経
済
産
業
省
や
国
民

民
主
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
と
の
政
策
協
議
の

場
で
伝
え
ま
し
た
（
図
表
２
）
。 

                

経
済
産
業
省
か
ら
は
、「
売
り
先
で
あ
る
デ
ジ

タ
ル
産
業
へ
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
」「
こ
れ
ま

で
新
た
な
投
資
が
進
ま
な
か
っ
た
。
国
内
資
産

を
ど
う
有
効
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
な
視
点

で
あ
る
」
な
ど
の
課
題
意
識
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
政
党
な
ど
か
ら
は
、「
い
か
に
国
内

に
技
術
や
人
材
を
残
し
て
い
く
か
。
政
治
的
に

も
し
っ
か
り
後
押
し
し
た
い
」「
ど
の
よ
う
な
戦

略
の
下
で
、
国
と
し
て
投
資
を
進
め
て
い
く
の

か
、
党
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
、
半
導
体
産
業
強
化
に
向
け
た
考
え
方
を
引

き
出
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
浅
野
さ
と
し
衆
議
院
議
員
は
、
半
導

体
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
部
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
を

ふ
ま
え
、
経
産
大
臣
の
所
信
表
明
の
場
で
、
半
導

体
産
業
の
具
体
的
な
強
化
策
に
つ
い
て
問
う
と

と
も
に
、
税
制
優
遇
・
予
算
措
置
な
ど
で
一
層
の

政
府
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
半
導
体
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
部
会

の
メ
ン
バ
ー
と
経
済
産
業
省
と
の
直
接
の
意
見

交
換
や
、
工
業
会
（
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
：

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
様
々
な
機

会
を
通
じ
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

    

今
回
の
政
府
の
動
き
は
、
日
本
の
半
導
体
産

業
へ
の
追
い
風
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
米
国
で
は
約
５
・
５
兆
円
、
中
国
で
は
10

兆
円
規
模
の
投
資
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
支
援
と
は
規
模
感
で
桁
が
異
な
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
な
る
支
援
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
投
資
規
模
の
み
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
戦
略

で
半
導
体
産
業
を
強
化
し
て
い
く
の
か
、
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

電
機
連
合
は
、
引
き
続
き
職
場
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
も
と
に
、
組
織
内
議
員
と
の
連
携
や
政

党
・
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
、
半
導
体
産

業
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

半導体産業の強化に向けて 

需要創出や人材育成など職場の声を伝える 
世界的な半導体不足や米中対立の影響から、日本政府も含め各国で半導体振興政策が打ち出さ

れています。電機連合では、加盟組合からの意見・要望をもとに、組織内議員との連携や政党・省

庁への働きかけを通じて、半導体産業強化に向けた取り組みを進めています。              

電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１１８（２０２１.８） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

■図表１ 半導体分野の目指すべき方向性 
｢半導体・デジタル産業戦略｣より

１．国家として必要となる半導体生産・供給能力の確保 

 先端ロジック半導体は、社会のあらゆる電子システムを制御し、データ駆
動型経済を支える基盤デバイスであり、いわば「産業の脳」として重要で
あるが、我が国のミッシングピースの一つ。経済安全保障上の戦略的自立
性の強化を図るため、海外ファウンドリーとの合弁工場の設立等を通じ、
国内製造基盤を確保する。さらに次世代製造技術の国産化を進める。 
 我が国に存在する既存工場については、グローバルサプライチェーンを支
える役割を果たしていくため、メモリ、センサー、パワー、マイコンのそ
れぞれについて、重要な半導体製造拠点の担い手とターゲットを見定め、
大胆な刷新を進める。 

２．デジタル・グリーン投資を支える設計開発 

 5G、AI、自動運転、電動車、再エネ等のデジタル・グリーン投資の世界的
な市場拡大をチャンスととらえ、ポスト 5G・Beyond 5G システムやグリー
ンイノベーション等を支える半導体設計・技術開発を強化する。 

３．装置・材料のチョークポイント技術強化 

 経済安全保障上の戦略的不可欠性の獲得・強化を図るため、世界の半導体
エコシステム／サプライチェーンを支える製造装置・材料分野について、
海外ファウンドリーとの共同技術開発等を通じて、チョークポイント技術
を磨き上げる。 

 

■図表２ 電機連合 半導体・ディスプレイ部会 
からの意見・要望 

 国内における半導体需要を強く牽引するデジタル産
業への積極的な振興策は必須 
 半導体産業に関わる各社の自助努力に対する大胆か
つ諸外国と比肩する規模での戦略的な支援に期待 
①様々なインフラコストの優遇や低減 
②新たな設備投資への助成支援や減価償却等の取

り扱い見直し 
③あらゆる税制面での優遇 
④現有のレガシー工場の政策的・戦略的な再生・人

材の活用 
⑤国家戦略としての先端ラインの積極構築 
⑥素材・精密金型・製造装置・テスト装置等の企業

への継続的かつ戦略的な支援 
⑦自由貿易の活性化、戦略的な産業政策の協調、輸

出・技術管理等の実施    など 
 半導体産業に携わろうとする優秀な人材を育成・確
保するため、産官学の更なる連携強化 


